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大阪府立大学　生命環境科学研究科 
緑地環境科学専攻 緑地計画学研究室　助教

武田 重昭

2 24
18:30～20:30

3月は、尼崎えびす神社の女性宮司の太田垣亘代さんをお迎えします。元客室乗務員、ニューヨーク赴任宮司などを経て
現在は地元のまちづくり活動（インバウンド向けの冊子づくり等）にも関わっておられます。（日程調整中）

水

2013年1月にスタートした「ひめじまちづくり喫茶」は、みなさまのご参加とご支援によって毎月開催を続け、おかげさまで今月
（2015年4月）で28回目を迎えます。市民による「自律的な活動の誘発」という想いを持って、開催案内はサラッと、参加連絡不
要、参加費無料としてきました。また、趣旨に賛同いただいた大阪ガス株式会社に長く活動を支援いただいてきました。
このたび3度目の春を迎え、活動自体もより自律的に、参加してくださる方との情報交換や交流も大切にした運営を行っていきま
す。引き続きご参加とご支援、ご協力をいただきますようお願いいたします。

□セミナー：参加費1,000円の事前申込制に変更します。
□懇親会　：参加費1,000円の事前申込制に変更します。セミナー終了後、納屋工房にて行います。
　　　　　　ご希望の方に話題提供をいただいたりして、交流のきっかけを作ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年4月　チームひめまち喫茶（小川、篠原、長谷川、平田）

参加費1,000円

参加ご希望の方は事前にご予約ください
TEL079-263-7878　info@nayakobo.com
http://nayakobo.com/himemachi/

代表者名・参加人数・懇親会出欠をお知らせください

セミナー終了後に同会場にて懇親会あり
（軽食・ドリンク代：1,000円）

ひめじまちづくり喫茶は、２０１５年４月から新たなステージへ。

誰かにつくられたまちより、自分でつくるまちの方
が心地いい。これからのまちには消費だけではな
く、市民の誇りや自負心が生み出す意味や共感が不
可欠です。「まちづくり」が「まちづかれ」になら
ないように、自分の生き方もまちの営みの一部だと
考えてみることができないでしょうか。プライベー
トライフではなくパブリックライフを豊かにしてい
くことで、まちもそこで暮らす人たちの人生も、ど
ちらもより魅力的になっていく。そんな考え方のヒ
ントがお話できればと思います。

1975年神戸市生まれ。独立行政法人都市再生機構
にて屋外空間の計画・設計などに携わった後、兵
庫県立人と自然の博物館にて生涯学習プログラム
の企画・運営を実践。2013年より現職。ランドス
ケープ・アーキテクチュアの視点から都市と人生
を魅力的にする「パブリックライフ」がつくる風
景について研究している。著書に『シビックプラ
イド２－都市と市民のかかわりをデザインする』
（共著・2015年）、『都市を変える水辺アクショ
ン－実践ガイド』（共著・2015年）など。

演題『パブリックライフがつくるまちの魅力』

ゲストからのメッセージ

 


